


■用語の統一（在庫の種類） 
①単品商品 
  業態ごとに定められた基準想定売価以上の商品で単品 
  登録をされている商品。バーコード（ＱＲコード）で管理 
  されている商品。 
②ジャンル商品 
  単品商品ではない商品。ジャンル番号毎に数量・単価を 
  管理する商品。 

①ＰＯＳ在庫 
  POS上で管理されている在庫 
②カウント在庫 
  実際に【ネ】スマホでスキャンされた在庫 

今期よりリンクベース（旧Type-R）の最大活用のために単品 
商品の管理を見直します。 
その中で会社内での用語の統一を実施しますので、以降会社
内での会話等においては下記用語で統一をお願いします 

■用語の統一（単品棚卸時） 

【単品商品棚卸】 

今回実施する事は、POS在庫とカウント在庫を一致させる作
業となります。 
５・６月で全ジャンルを一度単品商品棚卸を実施して、POS在
庫を正しい在庫とします。 
 
その上で7月以降は経営計画書P56の流れで運用します。 



【単品商品棚卸】 

営業管理Type-Rの【棚卸の業務】タブをクリックし
ます 

下部の【本番運用中】のボタンをクリックして【練習
運用中】に変更します 

【練習運用中】になっている事を確認してください 
 
※ゼロエミッション店舗は【本番】モードでの棚卸は 
  現在は実施予定がないため、ずっと【練習運用 
  中】のままにしておいてください 

まずはじめに在庫計上基準日を決定します 
右下の【在庫計上基準日】ボタンをクリックします 



ポップアップで設定してもよろしいでしょうか？と
聞いてくるので【はい（Ｙ）】をクリックします 

上部の在庫計上基準日を入力します 
右部の在庫合わせ棚卸をするジャンルに【レ点】を 
つけてください 
※レ点は複数でも問題ありません 
 
設定が完了したら【設定】ボタンをクリックします 

在庫計上基準日について 
 

棚卸実施日＝在庫計上基準日とします 
 

上図のとおり、在庫計上基準日を５月２日にした場合 
 ・5月2日＿23：59時点でのPOS在庫が引き当て対象となります。 
  よって、5月2日当日に買い取り・振り替え入庫・返品等でＰＯＳ在庫化された商品はカウントする必要があり 
  ます。逆にカウント後に販売・振り替え出庫等をした商品はカウントから除外する必要があります。 
  ※カウント後に除外する方法は後述します 
 

【単品商品棚卸】 



【単品商品棚卸】 

在庫計上基準日の設定が完了したら、在庫合わせ棚卸をするジャンルの単品商品を別紙マニュアルを確認し
ながら在庫スキャンを続けていきます 
 
※マニュアルにもありますが、こまめに【データ同期】を実施してください 
 
全てスキャンが完了した時点で最終の【データ同期】を実施してください 
※後でスキャン漏れ等が発覚しても追加スキャン⇒データ同期で問題ありません 

全てのスキャンが完了した時点で【在庫管理（単品）
棚卸状況一覧】をクリックします 

スキャン⇒データ同期の状況が営業管理システムで
確認できます。 
 
①棚卸一覧 
②重複バーコード一覧 
③バーコード破損一覧れます 
④不明品一覧 



【単品商品棚卸】 

上部タブ【棚卸一覧】を選択すると、【ネ】スマホでスキャンした上、データ同期された商品一覧が表示されます。 
ここへの表示はスキャンした商品のうち、POS在庫が存在する全てのジャンルが表示されます。 
※上図では27：携帯電話をのみ指定しておりますが、9：パソコンのデータも表示されております。 
 
スキャン時に同じバーコードを２回スキャンした場合などは、【ネ】スマホ上で片側を削除します。その場合は
上図の赤枠のように削除したデータの右側【登録誤り】にチェックが入っています。 
 

上部タブ【重複バーコード一覧】を選択すると、【ネ】スマホでスキャンした上、データ同期された商品一覧のう
ち２回以上スキャンされた商品が表示されます。 
 
スキャンミスの場合は片側に【登録誤り】のチェックを入れて、下部【更新】ボタンを押します。 
ちなみに、上のケースではスキャンミスではなく、別の商品に同じバーコードが貼られていた事案です。この
ようなケースもありますので、しっかりと在庫とバーコードを確認するようにお願いします。 



【単品商品棚卸】 

上部タブ【バーコード破損一覧】を選択すると、【ネ】スマホでスキャンした上、データ同期された商品一覧のう
ち時点のPOS在庫に存在しない商品が表示されます。 
 
POS在庫に存在しない商品はどういったケースか？ 
・販売済商品である 
・振り替え出庫済商品である 
・振り替え入庫処理を実施されていない商品である 
・ジャンク化（廃棄）済商品である 
 
直ちに原因を追究して適切な処理を実施してください。 

上部タブ【不明商品一覧】を選択すると、POS在庫が存在するのに【ネ】スマホでスキャンされていない商品
が表示されます。※在庫計上基準日設定時に指定ジャンルのみが表示されます 
 
スキャン漏れが考えられますので、商品名等をもとに今一度在庫確認を実施します。発見時は【ネ】スマホで
スキャンして【データ同期】します。【再表示】ボタンをクリックするとデータが消えます。 
 
ここで発見しきれなかった商品が不明在庫となります。 



【単品商品棚卸】 

不明在庫の追求が終了したら、不明商品一覧の左下【不明一覧印刷】をクリックします 

棚卸時不明商品一覧がポップアップで開きます。 
上部の【２．PDFで保存のみ】をクリックします。 

上部に青色で保存しましたと表示されれば保存済
です。 
※保存先はドキュメントです。 



バーコード付きの【棚卸時不明商品一覧】が開き
ますので印刷をします。 
 
印刷後、不明商品を全てジャンク化処理をします。 
ジャンク化時の廃棄種別は【5：その他】で統一し
ます。※今回の在庫合わせ時のみ５で統一であり、
その以外指定の種別を選択してください。 

【単品商品棚卸】 

下部のWindowsマークを右クリックして 
エクスプローラーを選択します。 

ドキュメントの中より、該当のファイルを開きます。 

エクスプローラー内にドキュメントがあります 



【単品商品棚卸】 

リンクベースの設定によりバーコード付
きの【棚卸時不明商品一覧】が表示され
ないケースがあります。 
 
表示されない場合は下記設定変更をお
願いします。 
 
①Ｃドライブ 
   ↓ 
②HARDOFFフォルダ 
   ↓ 
③REPORET.Rフォルダ 
   ↓ 
④構成設定ファイルで【inventory】を 
  開く 

印字設定が【0】になっているので、【１】へ変更して上書き 
保存します。 
 
 
これでバーコード付きの【棚卸時不明商品一覧】が表示さ
れます。 



【単品商品棚卸】 

不明商品一覧の調査が終了したら、【合計報告書印
刷】をクリックします。 

【合計報告書印刷】のポップアップが開きますので、
売価指定、滞留期間設定はそのままで【印刷開始】
ボタンをクリックします。 

単品管理商品棚卸合計報告書の画面が表示されま
す 

単品管理商品棚卸合計報告書画面を下にスクロー
ルすると、下部にバーコードが表示されております。 
このバーコードの番号をメモしてください。 
 
メモが終われば【終了】をクリックして管理画面に
戻ってください。 



【単品商品棚卸】 

【商品在庫確定】をクリックします 【確定処理へ】ボタンをクリックします 

単品管理商品棚卸合計報告書の枠に先ほどメモし
たバーコード番号を入力します。 
 
入力後、【確認】ボタンをクリックします 

【商品在庫確定棚卸終了処理】ボタンをクリックしま
す 



【単品商品棚卸】 

最終確認のポップアップが表示されますので、【は
い】をクリックします 

左下の記載最下部が、商品在庫確定処理が終了し
ます。と表示されていれば終了です。 

最後に棚卸スキャンデータはゼロエミッション本部でも管理します。その上で棚卸終了処理（商品在庫確定）を
行ったパソコンで「日報送信」を行うようにお願いします。 
  ※棚卸データの送信は、棚卸終了処理を行ったパソコンでないと送信できません。 
   棚卸終了処理の後にそのパソコンで日報送信してください。 
 
 
また、不明在庫一覧に残った商品は、必ず直ぐにジャンク化処理を実行してください。 
※基本は同日に実施する 



【単品商品棚卸】 ※ジャンル変更 

単品商品でジャンル登録間違いが
あった場合、この方法でジャンル変
更を実施します。 
 
【自店→他直営】をクリック 

【取引相手】を自店舗を選択します。 
【相手ジャンル】を正しいジャンルを指定します。 
これで出庫処理を実施します。 
翌日にはデータが届くと思いますので、入庫処理を実施します。 
これにより商品廃棄を実施せずにジャンルを変更する事が出来ま
す。 
 
※注意事項としては、OFFモール出品商品の場合は、出庫処理を 
  した時点でOFFモールから取り下げられます。 
  翌日以降で入庫処理完了後に、出品待ちステータスになります 
  ので再出品をする必要がありますのでご注意ください。 
  自動では出品されません。 


